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歳以上の人の高額療養費の
　　　自己負担限度額が変わります

　国の医療保険制度の見直しに伴い、８月から 70 歳

以上の人の高額療養費の自己負担限度額が次のように

変わります。

○一般所得者の外来診療に係る自己負担限度額が

14,000 円から 18,000 円に引き上げられます。

○現役並み所得者の外来診療に係る自己負担限度額が

廃止されます。

○現役並み所得者区分が３段階に分けられ、それぞれ

の自己負担限度額が設けられます。

◆現役並み所得者でⅠ・Ⅱ ( 課税所得 145 万円以上

690 万未満 ) の人は、申請していただくと「限度

額適用認定証」の交付を受けられるようになります。

「限度額適用認定証」を医療機関等の窓口で提示す

ると、窓口で支払う自己負担額が限度額までの支払

いになります。

◆住民税非課税世帯の人は、「限度額適用・標準負担

額減額認定証」の交付を申請してください。「限度

額適用・標準負担額減額認定証」を医療機関等の窓

口で提示すると、窓口で支払う自己負担額や入院時

の食事代が限度額までの支払いになります。

【問い合わせ】

○後期高齢者医療制度被保険者

　保険年金課　医療助成係　☎ 22-9660

○国民健康保険被保険者

　保険年金課　保険年金係　☎ 22-9659

※ファックスでの問い合わせは、ＦＡＸ 26-0151 へお問

い合わせください。

7 月まで

所得区分
外来

（個人単位）
外来＋入院

（世帯単位） ４回目以降＊1

現役並み所得者 57,600 円
80,100 円

（総医療費が 267,000 円を超えた場合は、その超えた分の１％を加算）
44,400 円

一　般

14,000 円

（年間上限＊2

14.4万円）

57,600 円 44,400 円

低所得Ⅱ
8,000 円

24,600 円 ー

低所得Ⅰ 15,000 円 ー

8 月から

所得区分
外来

（個人単位）
外来＋入院

（世帯単位） ４回目以降＊1

課
税
所
得

現役並み所得者Ⅲ
課税所得 690 万円
以上

ー
252,600 円

（総医療費が 842,000 円を超えた場合は、その超えた分の１％を加算）
140,100 円

現役並み所得者Ⅱ
課税所得 380 万円
以上

ー
167,400 円

（総医療費が 558,000 円を超えた場合は、その超えた分の１％を加算）
93,000 円

現役並み所得者Ⅰ
課税所得 145 万円
以上

ー
80,100 円

（総医療費が 267,000 円を超えた場合は、その超えた分の１％を加算）
44,400 円

一　般

18,000 円

（年間上限＊2

14.4万円）

57,600 円 44,400 円

低所得Ⅱ
8,000 円

24,600 円 ー

低所得Ⅰ 15,000 円 ー

＊ 1　過去 12 カ月に同じ世帯で高額療養費の支給が４回以上あった場合、４回目から適用される限度額です。

＊ 2　８月から翌年７月までの１年間の自己負担額の上限となります。

70 歳以上の人の自己負担限度額（月額）

70
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第11回

【最優秀賞】　山田　久雄　『将来すもうとり』

【優秀賞】　家城　円
　　　　　『忍者列車、発車します』

【優秀賞】　廣岡　伸幸
　　　　　『みてっ…こうでしょ！』

【特別賞】　池村　倫子
　　　　　『一緒って楽しい！』


